
会 議 録（概要） 

 

会議の名称 平成２９年度 第２回佐渡市防災会議 

開催日時 
平成３０年２月７日（水） 

１０時００分開会   １０時２８分閉会 

場所 金井コミュニティセンター ホール 

議題 
（１）佐渡市地域防災計画【資料編】について 

（２）地区防災計画の提案について 

会議の公開・非公開 

（非公開とした場合

は、その理由） 

公開 

出席者 

佐渡市防災会議委員 

  会長 三浦 基裕 

委員 宮本 浩司 
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委員 伊藤 光（欠席） 
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委員 吉田 泉 

  委員 源田 俊夫 

委員 清水 正人（欠席） 

委員 北嶋 富夫 

  委員 中川 義弘 

  委員 山本 健一 

委員 野田 悟（欠席） 

  委員 中山 秀英（欠席） 

  委員 児玉 時弘（欠席） 

 

 

委員 本間 恵司 

委員 吉松 和義 

委員 長﨑 正弘 

委員 藤木 則夫 

委員 渡邉 裕次 

委員 中川 宏（代理） 

委員 猪股 雄司 

委員 本間 智子（代理） 

委員 伊藤 浩二 

委員 山本 雅明 

委員 渡邉 尚人（欠席） 

委員 渡辺 和正（代理） 

委員 佐々木 敏明（代理） 

委員 前田 朋信 

委員 今井 茂樹（代理） 

委員 本間 浩 

 

事務局 

 総務部防災管財課課長 斉藤昌彦 

  〃     課長補佐 伊藤 修 

   〃     防災安全係長 佐々木 美幸 

会議資料 別紙のとおり 

傍聴人の数 ０人 

備考  報道 １社 



 

会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

会長 あいさつ 

 昨年７月には大規模な豪雨災害に見舞われた。先般は、あまり前

例のない寒波に見舞われ、漏水騒ぎ。想定していない災害に見舞わ

れた。 

想定しえなかった災害が、度々発生してきている。これからも、

今まで想定していない災害対応が必要に迫られてくると思う。 

昨年７月、今回の１月も含めて災害に見舞われるたびに様々な反

省材料、修正が必要な点も出てきている。 

 これからも防災については、皆様のサポート・お知恵を借りなが

ら随時さまざまな形で対応案を改善していかなければいけないと思

っている。ご協力をお願いしたい。 

 

事務局説明 

防災安全係長 

 佐々木 

議題 （１）佐渡市地域防災計画【資料編】について 

 地域防災計画【資料編】の修正で大きく見直しをした箇所は、避

難場所及び避難所に関する部分である。 

 見直しの背景は、平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、

「指定緊急避難場所」「指定避難所」が明確に区分されたため。 

 時期は遅れたが、災害の種別ごとに指定することとして作業を進

めてきた。 

 一時避難場所として位置づけていた集会場等は、「地区避難場所」

として、各地区で独自に開設する避難場所として市で新たに位置づ

けた。なお、「地区避難場所」を新たに定義したいので、計画書本編

に追記する。 

 

 会議委員で誤字を修正した。関係機関連絡表に新潟海上保安部を

追記した。 

 

 ５危険区域及び防災施設等に関する資料５－５水位周知河川及び

その他の河川の危険分布図の危険度表と５－１１土砂災害警戒判定

情報を、新潟地方気象台提供の最新のデータに変更した。 

詳細は、新潟地方気象台から説明いただく。 

 

吉松委員  ５－５水位周知河川及びその他の河川の危険分布図の危険度の、

大雨警報・洪水警報の基準を項立てに変更した。 

 危険度分布の基準値表を、平成 29 年 7 月 7 日付を最新版とし修正



した。注意書きに留意して判断をして欲しい。 

 避難勧告等のガイドラインのうち、洪水警報と大雨警報の危険度

分布について。情報例として、昨年７月、佐渡市で大雨となった事

例を例示としてつけた。赤い部分は非常に危険な状態にあったこと

がわかるものである。 

 土砂災害警戒判定情報を改めて５－１１で掲載している。こちら

も、佐渡市の昨年７月の状況を情報例として掲載している。 

会長 ●意見・質疑 

 委員からの意見・質疑なし 

 

事務局説明 

 防災管財課 

 課長補佐 伊藤 

（２）地区防災計画の提案について 

 新穂地区防災ガイド（案）について。地区防災計画は、阪神・淡

路大震災、東日本大震災の経験を経て、自助・共助の重要性が確認

されている。平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、市町村

の地区防災計画策定制度が創設されている。 

 

市町村の判断で、地区防災計画を立てることができるもの。また、

居住者や事業者等の集まりでその地域の地区防災計画を作成し防災

会議に諮り、承認を諮ることも可能となっている。今回は後者であ

り、本防災会議にその内容について承認を諮るもの。 

 この計画の構成は、県・市も作成に携わっており、佐渡市地域防

災計画の内容と外れているものはないと認識している。 

 

会長 ●意見・質疑 

 委員からの意見・質疑なし 

 

事務局説明 

 防災管財課 

 課長補佐 伊藤 

 承認を頂くと、資料編に「地区防災計画一覧」が追加されること

となる。 

今後、各地区で作成される際にこれを例として広げていきたいと

考えている。 

 

会長 ●諮問 

 地区防災計画の内容について、承認いただけるか？ 

  →拍手をもって承認 

 

事務局提案 

防災管財課 

 課長補佐 伊藤 

その他 

 １月末から低温が続いているため、新潟地方気象台から説明をお

願いしたい。 

 



吉松委員  北日本の上空に非常に冷たい寒気が入ってきている。上空約 5,000

ｍには-39℃以下の強い寒気が流入し、上空約 1,500ｍには平年より

10 度前後低い-12℃という寒気が入っている。明日８日まで続く見

込み。 

 今後 24 時間の降雪量は、多いところで佐渡では 15ｃｍ。 

 この寒気は、土日辺りは一旦気温が上がる見込みであるが、来週

月曜以降、また例年よりも気温が低くなる見込み。 

一旦気温が回復したとしても、また気温が低下することになる。

この気温の低下は、シベリアからの寒気、偏西風の流れが関係して

いる。 

 ２月１日に１か月予報を出しているが、引き続き大雪・寒さ対策

が必要。 

 

（１０時２８分 閉会） 

 

 


